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１．研究計画の概要 
 
全国各地の日系南米人児童生徒の増加に対
して、就学義務化が実施された場合に要請さ
れる教育のあり方を、教育内容、生活指導、
学校運営、保護者対応、教員人事、教員養成、
教員研修など、様々な具体的側面からさぐり、
十全な受入れ体制を構築する際の基礎的な
情報を提供しようとするものである。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)教育を受ける権利が保障されている今日、
就学（教育）義務を新たに設定することで外
国籍児童生徒の教育状況が大きく変化する
ことが予想されることが明らかになった。 
(2)教員養成において、教職大学院で多文化
共生に関する授業が進行している状況を追
跡した。 
(3)小学生向けの日本語入門教科書を作成し
た。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進んでいる。就学（教育）
義務についての議論は愛知県でシンポジウ
ムを開き、200 名以上集まった聴衆の反応か
ら問題点を探った。また、教員養成の部分で
は、研究開始後、多文化共生を教育課程に含
めた教職大学院が立ち上がった関係で、愛知
教育大学と群馬大学の取り組みの違いを比
較検討することができた。また教職大学院に
入学した現場教師の目から見て、就学（教育）
義務化によって何が求められると判断され

るかを探っている。学校現場の関係では、伊
勢崎市の小学校が蓄積してきた現場の知を
もとに日本語入門教科書を試作することが
できた。渡日前マニュアルについては現在使
用されているものの評価を進めているとと
もに、ある教育委員会が過去に作成したもの
の改訂を行うことについて内諾を得ている。
特別支援学校の教育については現在、連携研
究者の指導院生が学校現場の調査を進めて
いる。保育士の養成の面では研究協力者が保
育士養成課程の学生の活動を通して、就学
（教育）義務化によって新たに必要になるも
のはなにかを探っている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)教職大学院に入学し、多文化共生の授業
を受講している現職教員院生に、就学（教育）
義務化がもたらすものを検討させる。 
(2)同上の教職大学院の現職教員院生の目か
ら、就学（教育）義務化が実施される場合に
教員養成・研修において必要となることを検
討させる。 
(3)試作した日本語入門教科書を現場で試用
し、現場のどのような知が、就学（教育）義
務化後の日本語教室等で生かされるべきか
を検討する。 
(4)日本心理学会で「イマージョン教育と外
国籍児童への補償教育の共通点と異なる点」
（仮題）をテーマとしたシンポジウムを行う。
それをとおして、就学（教育）義務化によっ
てより緊要な課題となる日本語教育と母語
教育について、検討を加える。 
(5)就学（教育）義務が設定された場合に必



要となる渡航前マニュアルを試作する。 
(6)就学（教育）義務が設定された場合に特
別支援学校において必要となる条件を、連携
研究者の指導院生（現職教員）をとおして検
討する。 
(7) 保育士・幼稚園教諭の養成の面では連携
研究者及び研究協力者が、学生の活動を通し
て、就学（教育）義務化によって新たに必要
になるものはなにかを探る。 
(8)高校進学について、現在の群馬県の指導
の成果を探る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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